
転倒・転落防止転倒・転落防止
パンフレットパンフレット

～安全な入院生活のために～～安全な入院生活のために～

入院中は環境や体調の変化、治療や薬の影響によって、
ご自身で思っている以上に転びやすくなります。

皆様が安全な入院生活が送れるように、実際に転倒・転落
をしやすい場所や動作と、その予防方法について看護師が

パンフレットに沿ってご説明します。

転倒・転落により、頭蓋内出血（頭の中の出血）や、骨折を
することがあります。

すぐに医師の診察を受けることが大切です。
ケガが無くても、遠慮せず看護師をお呼びください。

お時間のある時にこのパンフレットを繰り返しお読み
いただき、ケガのない安全な入院生活を送りましょう。
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すぐに看護師におしらせください

もし、転んでしまったら・・・もし、転んでしまったら・・・

︕



急に立ち上がると
ふらつきます。
起き上がってから
3つ数えて、ふらつ
かないことを確認
してゆっくり立ち
上がりましょう。

無理な体勢でバランスが取
れず転落します。
落ちた物を拾うときは、看
護師を呼んでください。

睡眠剤を飲んだあとはふらつくこと
があります。内服前にトイレを済ま
せましょう。
夜間トイレに起き
た時は、明かり
（アームライト）
をつけ看護師を呼
び一緒に歩きま
しょう。

点滴・酸素・
チューブに足が
引っかかりやす
くなります。
注意して歩き
ましょう。

体重をかける
と動いて危険
です。手す
り・ベッド
柵・杖につか
まるようにし
ましょう。

かかとは潰さず、きちんと
履いて歩きましょう。

※発熱・痛みなど、体調がすぐれないときは
　遠慮せず看護師を呼んでください。

浴室・シャワー
室は滑りやす
いため、足元
に注意しま
しょう。

椅子との距離を確認してから座り
ましょう。

検査・処置後に初め
て歩くときは看護師
を呼んでください。

一息ついてゆっくりと動きま
しょう。

看護師と一緒にト
イレに移動したと
きは、トイレが終
わりましたら看護
師を呼んでくださ
い。

こんな時に転びやすくなります︕注意しましょう︕こんな時に転びやすくなります︕注意しましょう︕
ベッド周囲ベッド周囲 歩くとき歩くとき

トイレトイレ

立ち上がる

睡眠剤を飲んだあと
トイレに行く

コード類に引っかかる
段差・椅子につまずく

車輪のついている
ものを支えにする

スリッパやサンダルを
履いている

その他
トイレのあと
急に立ち上がる

椅子に座る

ベッドから身を乗り出して物を取る
検査・処置後の初回歩行




